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目標値
（R3年3月時点）

令和２年度　構成事業

①
熊谷スポーツ文
化公園アクセス
改善事業

ソフト

②
ハード
ソフト
間接補

成果指標設定調書

【成果指標の設定】 年度

スポーツまちづくり推進事業提案事業名

令和２成果指標設定年度

市町村名 熊谷市

　熊谷スポーツ文化公園は、年間１００万人の来訪者を迎える地域の貴重な資源である。パ
ナソニックワイルドナイツの本拠地移転後は、リーグをはじめとする試合が定期的に開催さ
れる見込みであり、地域の魅力向上を図る好機である。
　熊谷スポーツ文化公園は、国内有数の充実した施設であるが、熊谷駅からの距離や路線バ
ス輸送量の不足、周辺道路の交通渋滞等、アクセス面の課題が指摘されており、その改善に
よる更なる施設の活用が期待されている。
　一方、熊谷駅から熊谷スポーツ文化公園間のラグビーロードには、基幹バス路線が運行さ
れているが、バス事業者は、運行コスト増やバス運転士不足等の問題に加え、新型コロナ
ウィルスによる影響も甚大であり、厳しい経営環境に置かれている。
　高齢化社会を迎え公共交通による地域のモビリティ確保の重要性は高まっており、地域の
交通網の維持を念頭に置いた対策も必要である。
　地域のモビリティ向上を図り、魅力ある地域づくりを実践する。

年度年度 ～令和２

【成果指標と構成事業の関連性】

事業の必要性、目的

住民への公表方法
及び特記事項

事業期間

現状値
（R2年7月現在）

（成果の目標値）

稼働率(目標)（％）

試乗者の期待値

（成果検証の具体的な方法）

年間利用者数(目標)（人）

（成果を検証する指標）

市ホームページで成果指標の達成状況を表示する

自動運転隊列走行試乗者へのアンケート調査を実施する。

（上記の指標を設定した理由）

今年度は3年計画の初年度にあたり、閉鎖空間での技術検証が中心となるが、将来的なバス路
線への実装を踏まえ、新技術の期待値を把握する。

0 70%

（施設建設等の場合）

構成事業名

12,195合計

12,195

事業費（千円）概要・成果指標との関連性

熊谷スポーツ文化公園のアクセス改善を図ることにより、地域の魅力向上
を図る。３年間に渡る実証実験計画の初年度である。

成 果 指 標

　民間事業者等と連携し、計画的な実施に努めるため、達成可能と考える。

成果指標の達成見込み

【成果指標の達成見込み】

目標達成のための
具体的な方策

　民間事業者等と連携し計画的に実施する。


